
第2回親育ち支援地域別連絡会（中部１グループ）
令和６年6月１9日（水）　本山町プラチナセンター

子どもの育ちを『ドキュメンテーション』で分かり
やすく伝えるスキルアップを！！

○育ちを伝えるときの注意！○
・楽しい、おもしろいことを伝えよう。
・専門的な言葉ではなく、保護者にも伝わる言葉で伝
　えよう。
・保護者が日常感じていることに重ねて伝えると共感
　してもらいやすい。

☆次回は７月２４日（水）　15:00～
　持参物：写真２～３枚
　交流会当日に使う写真を決める。

実際に体験して
みよう♪

１．写真を見てふきだしをつける。（黄色付箋）
２．何を楽しんでいる？（桃色付箋）
３．提供者からエピソードを聞く。
４．育っている力は何？（青色付箋）

・ふきだしや育ちを書きだすことが意外と難しい。
（想像によって真逆の読み取りもある。）
・保護者に分かりやすい言葉で伝えることが難しい。
（保育者は専門用語に慣れ過ぎている。）

やってみて…

・行動が分かりやすく、複数の発見ポイントがありそうな
　写真を用意する必要がある。
・写真はこちらで用意する。（幼児と乳児で分ける。）
・ドキュメンテーションだけで終わらず、ロールプレイ
　をして口頭での説明も練習してみる。

○おたより交流について○

・せっかくドキュメンテーションについて学ぶので、自分のお便りを使って
　演習出来たらいいのでは？

・４つの型を参考に自分のお便りの傾向を知る。お便りを使って手直しをし
　てみる。（お便り例題：秋山担当）

親育ち支援地域リーダー　作成


